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●心臓病
　歯周病が進むと、心筋梗塞や心内膜炎な
どの心臓病にかかりやすいことがわかって
きました。

こうそく

歯周病の予防歯周病原因菌と全身との関わり歯周病原因菌と全身との関わり 歯周病の予防

全身の健康管理で歯周病予防全身の健康管理で歯周病予防
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ってなんだろう？ってなんだろう？
歳になっても、健康な自分の歯を
本残そうという運動です。

歯周
疾患
検診の
おすす

め●糖尿病
　糖尿病が進行すると、細菌への抵抗力が
低下するため、歯周ポケットの中で細菌が
増殖し、歯周病が悪化します。
　一方、歯周病の治療を行うと、治療しな
かった場合と比べ、血糖値コントロールが
改善されることがわかってきました。

●妊娠トラブル
　妊娠すると、ホルモンの分泌や生活習慣
の変化等により歯周病にかかりやすくなり
ます。
　早産や低体重児出産の原因になること
があります。

　歯周病を予防するためには、プラークコ
ントロールだけでなく、毎日の生活習慣が大
切です。
　また、喫煙は歯周病の危険因子です。有
害物質による血管収縮、白血球機能低下な
どのため、歯周病にかかりやすくなります。
心臓病、ガンの予防のためにも禁煙をお勧
めします。

歯周病を起こす細菌の増殖を抑えることが基本です。

歯科医院での予防歯科医院での予防

歯ごたえのある繊維性の多い食品を
よく噛んで食べること。
生活のリズムを整えること。
3度の食事以外の飲食の回数をなる
べく少なくすることが大切です。

●ブラッシングが正しくできているか管理指導します。
●自分ではきれいにできない歯面・歯周ポケット内の歯垢（プラーク）や歯石の除
去を行います。
●初期の歯周病は自覚症状が現れにくいので、異常が感じられなくても、定期的
に歯科医院で検査を受けましょう。歯周病は、定期的な検診・管理が必要です。

●歯ブラシは鉛筆を持つように軽く持つ
●プラークがたまりやすい所（磨きにくい所）
をていねいに磨く
●歯ブラシの毛先を歯と歯肉の境目にあてる
●軽い力で磨き小刻みに動かす
●磨き残しを少なくするため磨く順番を決める
●1日1回は、糸ようじ（デンタンフロス）や歯
間ブラシを使う
●歯垢染め出し液でセルフチェックしてみる

■生活習慣の改善

■効果的なブラッシング

自 己 管 理自 己 管 理

●誤嚥性肺炎
　誤嚥とは、食べ物や唾液の一部が食道に
入らず気道内に入りこんでしまうことです。
　その結果、口の中の増えた細菌が肺に入
り、肺炎を起こすことがあります。
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　当センターでは、歯に関する相談や心身に障害のある方のための歯
科診療等を行っています。
　詳しくは当センターまでご連絡ください。

TEL.028-648-6480

ご存じですか？ とちぎ歯の健康センターご存じですか？ とちぎ歯の健康センター
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ぜひ一度、歯科医院で
ブラッシングの指導を受けることをお勧めします

ぜひ一度、歯科医院で
ブラッシングの指導を受けることをお勧めします

ぜひ一度、歯科医院で
ブラッシングの指導を受けることをお勧めします


